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詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/
katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

オオムラサキ
（NPO 法人みのお山麓保全委員会提供）

ルリボシカミキリ
（NPO 法人みのお山麓保全委員会提供）

新緑の勝尾寺園地

明治の森箕
み の お

面自然休養林（大阪府箕面市）
【概要】
　明治の森箕面自然休養林は、大阪府北部の箕面市内に位置する自然豊かな都市近郊林です。「明
治の森」の名称の由来は、昭和42年に明治百年を記念して東京の高尾山とともに、付近一帯が
明治の森箕面国定公園に指定されたことによります。大阪市中心部から１時間程度でアクセスで
きるため、休養林に隣接する府営箕面公園とともに、大阪府民をはじめ多くの方々に親しまれて
います。

【見どころ】
　この休養林は、東京の高尾まで続く東海自然歩道の西の起点となっており、これ以外にも多く
の歩道やビジターセンターなどが整備され、安心してハイキングを楽しむことができます。周辺
には日本の滝百選に選ばれている落差33ｍの箕面大滝があり、豊富な水が流れ落ちる姿は圧巻
です。かつて日本三大昆虫生息地と称された箕面の森の中にある箕面公園昆虫館では様々な昆
虫に出会うことができます。このほか、宝くじ発祥の地とされる「瀧

りゅうあんじ
安寺」や西国三十三所の一つ

「勝
かつおうじ
尾寺」などの古

こさつ
刹があり、訪れる人を飽きさせません。

　箕面名物の「もみじの天ぷら」を味わいながら、宝くじが当たることを夢見つつ、晩秋の北
ほくせつ
摂を

散策してみてはいかがでしょうか。
※参考URL　箕面公園　公式サイト
　　　　　　http://www.mino-park.jp/

【アクセス】
【公共交通機関の場合】
・	梅田駅（御堂筋線:約20分）→千里中央駅（阪急バス:約35分）
	 →勝尾寺バス停（徒歩:約30分）→明治の森箕面自然休養林
・	阪急大阪梅田駅（阪急宝塚線:約20分→石橋阪大前駅（阪急箕面線:約10分）
	 →箕面駅（レンタカー・タクシー:約15分）→明治の森箕面自然休養林
	 又は、箕面駅（徒歩:約40分）→箕面大滝（徒歩:約50分）
	 →明治の森箕面自然休養林
【車の場合】
・	大阪（新御堂筋（国道423号線）:約45分）
	 →明治の森箕面自然休養林・八王子IC第2出口
	 →高尾山自然休養林（約9km）

みのお山なみネット
https://yama-nami.net

紅葉が美しい箕面大滝（箕面市役所提供）
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　我が国の人工林が本格的な利用期を迎える中で、豊富な森林資源を循環利用し、林業の成長産
業化を実現するため、林野庁ではICT利用によるスマート林業にとどまらず、様々な先進技術を
活用した「林業イノベーション」を推進しています。新技術の開発から普及に至る取組を効果的
に進め、林業現場への導入を加速化することを目的として令和元年12月に策定した「林業イノベー
ション現場実装推進プログラム」（https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/ken_
sidou/191210.html）に基づき、作業の安全確保や効率性の向上を目指した林業機械
の開発を促進しています。
　林野庁が支援を行っている新たな技術等を活かして開発された林業機械について紹介します。

高性能林業機械について
〜新たな技術を活かした開発〜
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伐
採
か
ら
運
材
ま
で
行
う

機
械
の
開
発

　
伐
採
、
集
材
、
運
材
な
ど
の
一
連
の
作
業

を
機
械
に
よ
り
自
動
化
、
遠
隔
操
作
化
を
図

る
こ
と
は
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
人
力
に
よ
る
作
業
を
少
な
く
す
る
こ

と
で
安
全
性
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
林
業
の
現
場
で
は
、伐
採
作
業
は
未
だ
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
使
っ
た
人
力
に
よ
る
作
業
が
多
い

の
で
す
が
、
労
働
災
害
が
最
も
発
生
し
や
す

い
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
本
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
で
は
、
傾
斜
地
に
も

対
応
し
た
遠
隔
操
作
式
の
伐
倒
作
業
車
の
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械
で
は
、
作

業
者
が
安
全
な
場
所
に
お
い
て
、
手
元
の
モ

ニ
タ
ー
で
車
両
に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
の
映
像

を
見
な
が
ら
、
リ
モ
コ
ン
操
作
で
伐
倒
か
ら

搬
出
ま
で
の
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
車
両
の

後
方
に
ウ
ィ
ン
チ
を
設
置
し
て

お
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
補
助
す
る

こ
と
に
よ
り
、
傾
斜
40
度
の
林

内
で
も
安
定
し
て
走
行
・
作
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伐
倒
し
た
木
材
を
土
場
に

集
め
る
集
材
作
業
で
は
、
架
線
を
使
用
し
た

集
材
に
お
い
て
木
材
の
落
下
や
切
れ
た
ワ
イ

ヤ
ー
の
跳
ね
返
り
の
危
険
が
あ
る
と
と
も
に
、

山
の
斜
面
を
移
動
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
を
木
材
に

取
り
付
け
る
な
ど
の
重
労
働
の
部
分
が
依
然

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
イ
ワ
フ
ジ
工
業
㈱

で
は
、集
材
作
業
の
自
動
化
を
目
指
し
た
「
架

線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
（
写
真
３
）」
の
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
伐

倒
さ
れ
た
木
を
認
識
し
、
掴
み
、
移
動
し
て
、

下
ろ
す
ま
で
の
作
業
を
自
動
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
映
像
（
写
真
４
）
を

見
な
が
ら
安
全
な
場
所
で
遠
隔
操
作
す
る
技

術
は
既
に
実
用
化
さ
れ
、
現
在
実
際
の
現
場

で
実
証
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
土
場
な
ど
か
ら
丸
太
を
運
び
出
す
運
材
作

業
は
、
生
産
作
業
の
効
率
化
を
図
る
上
で
も

重
要
な
工
程
の
一
つ
で
す
。
㈱
諸
岡
は
セ
ン

写真１　中央のアタッチメントで立木を掴みそのまま伐倒

写真２　ワイヤーで傾斜地の走行を補助

写真４　架線式グラップルに設置したカメラ映像 写真３　架線式グラップルによる集材作業
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シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
開

発
を
進
め
て
お
り
、
内
部
機
構
を
電
子
制
御

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、木
材
の
積
込
み・走
行・

積
下
し
の
一
連
の
作
業
を
リ
モ
コ
ン
操
作
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
の
省
力
化
と
安
全

性
の
確
保
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
積
込

ん
だ
丸
太
の
重
量
等
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
稼
働

時
間
の
デ
ー
タ
等
を
自
動
記
録
す
る
こ
と
で

作
業
情
報
の
管
理
の
効
率
化
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
車
体
に
搭
載
し
た
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ（
写

真
５
）
で
は
、
路
面
形
状
の
デ
ー
タ
化
（
写

真
６
）や
３
次
元
地
図
の
作
成
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、
こ
の
技
術
を
将
来

自
動
運
転
に
応
用
で
き
る
よ
う
、
技
術
の
改

良
や
実
証
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

造
林
作
業
用
機
械
の

開
発

　
傾
斜
地
や
炎
天
下
の
下
で
行
う
造
林
作
業

は
、
作
業
員
の
労
働
負
荷
が
大
き
く
、
蜂
刺

さ
れ
災
害
や
刈
払
機
の
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
事
故

等
も
起
き
る
危
険
も
伴
い
ま
す
。
造
林
作
業

の
機
械
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
作
業
の
効
率

化
や
労
働
負
荷
の
大
幅
な
軽
減
、
安
全
の
確

保
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
㈱
筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム
の
造
林
作
業
機
「
山

も
っ
と
モ
ッ
ト
」（
写
真
７
、８
）
は
、ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
を
付
け
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
林

地
残
材
の
集
積
や
苗
運
搬
の
ほ
か
、
伐
根
粉

砕
や
下
草
刈
り
作
業
を
１
台
で
実
施
で
き
る

機
械
で
、
既
に
令
和
元
年
か
ら
受
注
販
売
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
型
遠
隔
操
縦
式

下
刈
り
機
（
写
真
９
）
は
、
急
傾
斜
地
や
狭

い
植
栽
間
隔
の
造
林
地
で
も
下
刈
り
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
市
販
化
に

向
け
て
改
良
、
現
地
実
証
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

高性能林業機械について 〜新たな技術を活かした開発〜

写真６　3D-LiDERによる路面形状のデータ化

写真５　遠隔操作走行と3D-LiDERによる路面のスキャニング

写真７、８	 林地残材を集積し、作業の支障となる伐
根を処理

写真９　小型遠隔操縦式下刈り機
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た
操
縦
を
行
う
こ
と
で
、
効
率
的
で
安
全
に

施
工
が
出
来
ま
す
（
写
真
12
、
13
）。
林
野
庁

で
は
、
現
在
こ
の
重
機
の
操
縦
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
シ
ス
テ
ム
改
良
・
現
地
実
証
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
先
進
技
術

を
林
業
機
械
に
導
入
し
、
林
業
の
各
種
作
業

が
効
率
化
、
省
力
化
さ
れ
、
安
全
性
も
向
上

さ
れ
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

（M
ori-H

ub  

森
ハ
ブ
）

　

林
野
庁
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
林
業
機

械
の
開
発
を
含
む
、「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
掲
げ
る

２
０
２
５
年
を
目
途
と
し
た
技
術
開
発
、
基

盤
デ
ー
タ
の
環
境
整
備
、
普
及
等
を
着
実

に
進
め
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
「
林
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

M
ori-Hub 

森
ハ
ブ
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す

（https://w
w
w
.rinya.m

aff.
go.jp/j/kaihatu/m

orihub/
m
orihub.htm

l

）。

　
森
ハ
ブ
で
は
今
年
度
、
機
械
開
発
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
な
ど
５
つ
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
異
分
野
の
も
の
を
含
め

た
先
進
技
術
の
探
索
を
行
う
と
と
も
に
、
産

学
官
の
様
々
な
知
見
者
に
よ
る
専
門
委
員
会

に
お
い
て
、
林
業
の
戦
略
的
技
術
開
発
・
実

装
等
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
森
ハ
ブ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
に
向
け
た
支
援
機
能
に
よ
り
技
術
の
現

場
実
装
を
実
現
し
、
林
業
の
課
題
解
決
を
促

進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

先
進
技
術
を

活
用
し
た
開
発

　

通
信
電
波
が
圏
外
と
な
る
森
林
内
で
も
、

㈱
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ　
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
が
開
発

し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
通
信
シ
ス
テ
ム
「
ｓ

ｏ
ｋ
ｏ
︱
ｃ
ｏ　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
を
利
用
す

れ
ば
、
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
林
内
作
業

者
同
士
で
、
お
互
い
の
位
置
確
認
や
チ
ャ
ッ

ト
連
絡
等
の
デ
ー
タ
通
信
が
可
能
と
な
り
、

常
時
作
業
状
況
の
共
有
と
作
業
員
の
安
全
確

認
が
出
来
ま
す
（
写
真
10
、
11
）。
こ
の
通
信

シ
ス
テ
ム
等
は
、
今
年
度
か
ら
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
㈱
ジ
ツ
タ
は
、
森
林
作
業
道
作
設
の
情
報

化
施
工
を
行
う
シ
ス
テ
ム
機
器
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
開
発
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
重

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
予
め
用
意
さ
れ
た
森

林
作
業
道
設
計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
指
示
さ
れ

写真12▲、13◀
重機のキャビン内に操縦ガイダンスを表示

写真11	 重機等に設置される
	 中継機

写真10	 通信アプリケーション画面
	 （近接作業警告アラート表示）
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第44回全国育樹祭記念
2021森林・林業・環境・

機械展示実演会
　10月10日（日）、11日（月）の２日間、北海道苫小牧東部地域を会場として、
森林・林業・環境機械展示実演会が開催されました。
　今回は68団体が出展し、林野庁の補助事業により改良中の架線式グラッ
プル遠隔操作用ゴーグルや遠隔操作式小型下刈り機、林内通信用ICTプラッ
トフォームなどのほか、最新の林業機械やドローン、作業道具、防護服な
どの展示・実演が行われました。金子農林水産大臣が会場内の各ブースの
展示を視察されたほか、森林・林業関係者や家族連れなども多数訪れ、２
日間で３千人の来場がありました。その他、森ハブの機能を検討するため、
森ハブの専門委員会の委員３名も現地視察を行いました。
　走行速度の速いホイール式フォワーダ、作業範囲の広いテレブーム仕様
のハーベスタ、日本の地形にも適したタワーヤーダ、効率的にチップを製
造するバイオマスプロセッサーなど多様な機械が展示されました。

高性能林業機械について 〜新たな技術を活かした開発〜

タワーヤーダ８輪ホイール式フォワーダ 木質バイオマスプロセッサーハーベスタ（テレブーム仕様）

森林資源情報解析用ドローン

大型ドローン

コンテナ苗植林用アタッチメント

コンテナ苗運搬と植穴堀を行う電動一輪ク
ローラ

架線式グラップルのミニチュア

実演風景

LPWA通信中継機

コンテナ苗を
植栽するための
アタッチメントや
機材の開発も

進められています。

実際に木材を伐採、
丸太にする作業を
実演する企業も

多数出展されていました。
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建
築
物
に
利
用
し
た
木
材
の
炭
素
貯
蔵
量
の

表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

１
．趣
旨

　

木
材
は
、森
林
が
吸
収
し
た
炭
素
を
貯

蔵
し
て
い
ま
す
。国
内
に
お
け
る
木
材
の

主
な
用
途
で
あ
る
建
築
物
等
に
お
い
て

木
材
の
利
用
を
進
め
る
こ
と
は
、「
都
市

等
に
お
け
る
第
２
の
森
林
づ
く
り
」と
し

て
、２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
な
ど
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
低
層
住
宅
で
は
８
割
が
木

造
で
あ
り
木
材
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、近
年
で
は
新
た
な
木
質
部
材
等
の
製

品
・
技
術
の
開
発
も
進
め
ら
れ
、中
高
層

建
築
物
や
非
住
宅
の
分
野
で
も
木
材
が

利
用
さ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
22
年
に
施
行
さ

れ
た
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法

が
改
正
さ
れ
、公
共
建
築
物
だ
け
で
な
く

民
間
建
築
物
を
含
む
建
築
物
一
般
で
の

木
材
利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

改
正
法
が
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
、新

た
に
木
材
利
用
促

進
本
部
が
設
置
さ

れ
る
と
と
も
に
、

同
日
同
本
部
に
お

い
て
、改
正
法
に

基
づ
く
新
た
な
基

本
方
針
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。基
本

方
針
で
は
、「
第
2

建
築
物
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促

進
の
た
め
の
施
策

に
関
す
る
基
本
的

事
項
」に
お
い
て
、「
木
材
の
利
用
の
促
進

が（
略
）地
球
温
暖
化
の
防
止
に
及
ぼ
す

効
果
を
定
量
的
・
客
観
的
に
示
す
手
法

の
開
発
・
普
及（
略
）に
努
め
る
も
の
と
す

る
。」と
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
、今
般
、建
築
物
に
利
用
し
た
木
材

に
係
る
炭
素
貯
蔵
量
を
国
民
や
企
業
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
方
法

を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、公
表

し
ま
し
た
。

TOPICS

01

２
．ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

⑴
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
の
範
囲

　

建
築
物
の
所
有
者
、建
築
物
を
建
築
す

る
事
業
者
等
が
、Ｈ
Ｗ
Ｐ
※
の
考
え
方
を

踏
ま
え
て
、建
築
物
に
利
用
し
た
木
材
に

係
る
炭
素
貯
蔵
量
を
自
ら
の
発
意
及
び

責
任
に
お
い
て
表
示
す
る
場
合
に
お
け

る
標
準
的
な
計
算
方
法
と
表
示
方
法
を

示
す
も
の
で
す
。

※	H
arvested W

ood Products

（
伐
採
木

材
製
品
）の
略
で
、京
都
議
定
書
第
二
約
束

期
間
か
ら
パ
リ
協
定
下
に
お
い
て
、国
内

の
森
林
か
ら
伐
採
・
搬
出
さ
れ
た
木
材
を

製
材
、パ
ネ
ル
な
ど
と
し
て
建
築
物
等
に

利
用
し
た
場
合
に
そ
の
炭
素
蓄
積
量
の
変

化
量
を
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量
等
と
し
て

計
上
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
建
築
物
は
、既
に
完
成
し

た
建
築
物（
現
在
建
設
中
の
建
築
物
が
完

成
し
た
時
点
の
状
態
を
含
む
。）で
す
。

構造に木材が使われた高層商業施設　
HULIC &New GINZA 8　（設計施工　竹中工務店）
写真：Jun Shimada
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⑵
表
示
内
容
と
方
法

　

表
示
す
る
事
項
は
、Ｈ
Ｗ
Ｐ
に
関
す
る

考
え
方
も
踏
ま
え
つ
つ
、木
材
利
用
の
意

義
を
合
わ
せ
て
示
す
観
点
か
ら
、

①	

対
象
と
な
る
建
築
物
の
名
称

②	

建
築
物
の
延
床
面
積

③	

国
産
材
の
利
用
量
及
び
国
産
材
の
炭

素
貯
蔵
量（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）

④	

木
材
全
体
の
利
用
量
及
び
木
材
全
体

の
炭
素
貯
蔵
量（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）

⑤	

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
算
定
し
た

旨
並
び
に
表
示
内
容
及
び
表
示
を
行

う
趣
旨

⑥	

算
定
根
拠
に
係
る
情
報

　

と
し
、こ
の
中
か
ら
選
択
し
て
表
示
す

る
も
の
と
し
ま
す
。ま
た
、①
か
ら
⑥
ま

で
の
表
示
内
容
の
ほ
か
、合
法
伐
採
木
材

等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律（
平
成
28
年
法
律
第
48
号
）に
基
づ

き
、利
用
し
て
い
る
木
材
が
我
が
国
又
は

原
産
国
の
法
令
に
適
合
し
て
伐
採
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、か
つ
、

合
法
性
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、「
利

用
し
て
い
る
全
て
の
木
材
は
、ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
き
合
法
性
が
確
認
で

き
た
木
材
で
あ
る
」旨
を
表
示
に
記
載
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　　

表
示
箇
所
に
つ
い
て
は
、事
業
者
等
が

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

お
い
て
提
示
し
た
り
、建
築
物
又
は
外
構

に
お
い
て
見
や
す
く
、か
つ
、表
示
の
効

果
の
高
い
箇
所
に
表
示
す
る
と
い
っ
た

方
法
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、木
材
使

用
量
等
の
必
要
な
情
報
を
入
力
す
る
と

自
動
的
に
炭
素
貯
蔵
量
が
算
出
さ
れ
る

計
算
シ
ー
ト
を
添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
関
心
が
あ
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
】
https://w

w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
m
okusan/m

ieruka.htm
l
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Indonesia

海外・現場最前線
からのお便り　

海外で活躍する林野庁職員の近況を
シリーズで報告します

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、面
積
１
９
２
万
㎢
、人
口
約
２
．７
億
人

を
誇
る
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）盟
主
の

大
国
で
す
。そ
の
範
囲
は
非
常
に
広
く
、東
西
の
長
さ
は
約
５
，

１
０
０
㎞
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
す
っ
ぽ
り
入
り
ま
す
。

　

経
済
に
お
い
て
は
、２
０
４
０
年
代
半
ば
ま
で
人
口
ボ
ー
ナ
ス

期（
総
人
口
に
占
め
る
生
産
年
齢「
15
歳
以
上
―
65
歳
未
満
」人
口

比
率
の
上
昇
が
続
く
、ま
た
は
絶
対
的
に
多
い
時
期
）が
続
く
と
さ

れ
、発
展
の
著
し
い
勢
い
の
あ
る
国
で
す
。親
日
国
で
あ
り
、歴
史

的
に
も
経
済
的
に
も
日
本
と
の
関
わ
り
は
強
く
、在
留
邦
人
も
約

2
万
人
存
在
し
ま
す
。首
都
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
ま
さ
に
大
都
市
で

す（
写
真
１
）。地
勢
的
に
も
我
が
国
が
重
視
し
て
い
る
国
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、当
館
は
日
本
人
職
員
だ
け
で
70
名
近
く
を
擁
す
る

大
規
模
公
館
と
な
っ
て
い
ま
す（
写
真
２
）。

　
私
は
経
済
分
野
、特
に
林
業
・
水
産
担
当
の
書
記
官
と
し
て
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
の
協
議
及
び
調
整
、政
策
・
情
勢
に
関
す
る

情
報
収
集
、Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）や
国
際
機
関
を
通
じ
た
協

力
の
支
援
、日
系
企
業
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、林
業

や
水
産
業
と
密
接
に
関
係
す
る
海
上
保
安
や
気
候
変
動
分
野
も
業

務
上
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。我
が
国
の
海
上
安
全
保
障
に
直
結

す
る
離
島
開
発
等
の
海
洋
協
力
関
係
の
優
先
度
が
高
く
な
り
ま
す

が
、大
使
館
内
で
の
専
門
家
と
し
て
、森
林
・
林
業
に
関
す
る
情
報

収
集
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
森
林
大
国
で
す
。森
林
面
積
は
約
９
，

２
０
０
万
ha（
日
本
の
森
林
面
積
の
約
３
．７
倍
）で
、熱
帯
林
と
し

て
は
世
界
第
３
位
を
誇
り
ま
す
。海
岸
付
近
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

（
写
真
３
）、低
地
で
は
熱
帯
低
地
林（
写
真
４
）、山
麓
の
高
地
で
は

熱
帯
山
地
林
が
広
が
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
行
動
規

制
に
よ
り
、豊
か
な
熱
帯
雨
林
や
広
大
な
ア
カ
シ
ア
植
林
の
姿
を

１ 大通りの様子２ 日本大使館（外観）

熱帯の大国インドネシア
～高まる存在感～

在インドネシア日本国大使館　二等書記官　

長谷川 学
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見
に
行
け
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
で
も
ダ

イ
オ
ウ
ヤ
シ
の
街
路
樹
や
熱
帯
の
草
花
が
南
国
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。（
写
真
5
、6
、7
）。

　
１
９
７
０
～
90
年
代
の
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
時
代
に
は
開
発
優
先

の
政
策
に
よ
り
急
速
に
天
然
林
が
失
わ
れ
、プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

開
発
等
が
進
み
ま
し
た
。１
９
９
９
年
の
新
森
林
法
の
制
定
に
よ

り
、地
方
分
権
・
森
林
保
全
・
持
続
可
能
性
重
視
へ
と
転
換
し
て
以

降
、様
々
な
国
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
協
力
も
あ
っ
て
森
林
減
少
速
度
の

緩
和
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
近
年
、気
候
変
動
対
策
と
し
て
の
森

林・泥
炭
地
保
全（
写
真
8
）が
特
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。パ
リ
協
定

の
Ｎ
Ｄ
Ｃ（
国
が
自
ら
決
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
及
び

気
候
変
動
へ
の
適
応
に
関
す
る
目
標
）で
は
、２
０
１
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
う
ち
森
林・土
地
セ
ク
タ
ー
が
49
％
と
最
大
を
占
め
て
お

り
、森
林
保
全
、森
林・泥
炭
地
火
災
対
策
、違
法
伐
採
対
策
等
を
通
じ

た
大
幅
な
森
林
分
野
の
排
出
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、我
が
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
丸
太
や
合
板

等
、熱
帯
林
資
源
の
恩
恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
。一
方
で
１
９
７
０

年
代
以
降
、林
業
基
盤
整
備
や
林
木
育
種
、生
物
多
様
性
保
全
、マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
保
全
、森
林
火
災
対
策
、気
候
変
動
対
策
等
、様
々
な

分
野
で
継
続
的
に
協
力
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
は
Ｇ
20
、再
来
年
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
を
務
め
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、気
候
変
動
を
対
処
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ

の
国
際
的
な
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。国
際
社
会
で
存
在
感
を

高
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
、我
が
国
も
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
い
か
な
る
協
力
を
進
め
ら
れ
る
か
、意
識
し
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

７ プルメリア ６ コンロンカ

８ 泥炭湿地保全（泥炭・マングローブ回復庁提供）

５ ダイオウヤシ並木 ４ 熱帯低地林の巨木（Shorea reprosula及び Ficus 
albipila）

３ マングローブ（Rhizophora stylosa）
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

京
都
市
に
お
け
る
森
林
・
林
業
の
概
要

　
京
都
市
は
、
市
域
面
積
の
約
74
％
と
な
る
約
６
万
ha
が
森

林
で
、
そ
の
約
６
割
が
人
工
林
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
平
安

京
建
都
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
林
業
地
で
す
。
市
街
地
の
三
方

を
囲
む
山
々
と
鴨
川
や
桂
川
が
山さ
ん
し紫
水す
い
め
い明
の
都
市
景
観
を
形

成
し
、
暮
ら
し
に
木
の
文
化
が
息
づ
く
な
ど
、
森
林
に
近
い

大
都
市
で
あ
る
一
方
で
、
森
林
の
手
入
れ
不
足
が
市
民
生
活

の
安
心
安
全
に
直
結
す
る
環
境
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
規
模
・
零
細
な
林
家
が
多
い
こ
と
か
ら
、
面
的

な
森
林
整
備
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
、
森
林
の
集
約
化

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
有
者
や
境
界
が

不
明
な
森
林
の
存
在
に
よ
り
集
約
化
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、

適
正
な
森
林
管
理
や
木
材
の
安
定
供
給
を
図
る
上
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
長
産
業
化
地
域
構
想
に
つ
い
て

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
集
約
化
に
よ
る
面
的
な
森
林

整
備
を
実
践
す
る
「
大
規
模
集
約
型
林
業
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
、
ま
と
ま
っ
た
人
工
林
が
あ
る
左
京
区
久
多
地
区
（
約

２
千
ha
）
と
右
京
区
京
北
山
国
地
区
（
約
千
ha
）
を
モ
デ
ル

地
区
に
設
定
し
、
所
有
者
調
査
、
境
界
の
明
確
化
、
事
業
計

画
作
成
な
ど
の
手
法
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組

①	

協
議
会
の
設
置

　
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、森
林
組
合
を
は
じ
め
、川
上・

川
中
・
川
下
ま
で
の
業
界
団
体
や
、
法
学
や
林
学
の
学
識
経

験
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
京
都
市
大
規
模
集
約
型
林
業

推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
円
滑
な
森

林
の
集
約
化
と
効
率
的
な
林
業
経
営
モ
デ
ル
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

②	

新
た
な
森
林
情
報
の
収
集
と

	

効
率
的
な
林
業
経
営
の
手
法
の
構
築

　
所
有
者
が
不
明
の
森
林
に
つ
い
て
、
専
門
機
関
と
連
携
し
、

京
都
府
京
都
市

集
約
型
林
業
の
実
現
に
よ
る
集
中
的
な
森
林
整
備
と

安
定
的
な
木
材
供
給
を
目
指
し
て

協議会の様子

境界の机上確認集会の様子

航空レーザ測量データを活用した境界図案の作成



13 2021.11 No.176   林野

戸
籍
な
ど
か
ら
法
定
相
続
人
等
を
特
定
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
モ
デ
ル
地
区
内
の
森
林
所
有

者
の
25
％
に
当
た
る
65
件
が
所
有
者
不
明
で
し
た
が
、
59
件

ま
で
特
定
で
き
ま
し
た
。

　
不
明
瞭
な
森
林
境
界
に
つ
い
て
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
か
ら

得
ら
れ
る
精
確
な
地
形
情
報
を
基
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
て

境
界
線
を
作
成
し
、
所
有
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が

ら
明
確
化
す
る
手
法
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
情
報

収
集
や
現
地
確
認
の
省
力
化
を
実
現
し
、
境
界
に
つ
い
て
情

報
を
持
た
な
い
所
有
者
で
も
境
界
の
確
認
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
林
業
経
営
の
改
善
に
向
け
て
、航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
り
、

写
真
判
読
よ
り
も
詳
細
に
立
木
の
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
情
報
は
、長
期
に
わ
た
る
採
算
性
を
評
価

す
る
た
め
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
森
づ
く
り
方
針
を

示
す
目
標
林
型
の
設
定
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
集
約
化
に
よ
る
施
業
の
効
率
を
上
げ
る
取
組
の
ほ
か
、市
有

林
に
お
い
て
、施
業
コ
ス
ト
の
低
減
を
期
待
で
き
る
列
状
間
伐

や
精
英
樹
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
な
ど
を
試
験
的
に
実
施
し
、民

有
林
へ
の
展
開
に
向
け
た
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
は
、
所
有
者
の
特
定
や
境
界
の
明
確

化
を
円
滑
に
進
め
る
手
法
、
施
業
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
、
川

上
側
で
の
集
約
化
の
推
進
に
向
け
た
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
川
上
・
川
中
・
川
下
の
事
業
者
と
の
連

携
を
深
め
て
、
生
産
し
た
原
木
を
安
定
的
に
販
売
で
き
る
よ

う
木
材
の
需
給
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
得
ら
れ
た
成
果
が
林
業
成
長
産
業
化
の
モ
デ

ル
の
一
つ
と
な
り
、
同
様
の
課
題
を
持
つ
他
地
域
の
参
考
に

な
る
よ
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

集約化による森林整備のイメージ

所有者調査の流れ

航空レーザ測量データを活用した収支シミュレーション及び目標林
型の設定
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２
０
２
１
年
６
月
号
で
は
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
開
発
等
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
普
及
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
森
林
・
林
業
を
支
え
る
林
木
育
種

～
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
、
早
生
樹
に
つ
い
て
～

予
定
で
す
。
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
も
令
和
７
年

度
ま
で
に
３
区
画
を
新
設
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
種
子
は
、
採
種
園
の
造
成
か
ら
２
年
後
と

な
る
平
成
28
年
よ
り
試
験
的
に
生
産
し
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
３
月
に
は
県
内
の
林
業
種

苗
協
同
組
合
へ
種
子
の
配
布
を
開
始
し
て
お

り
、
配
布
し
た
種
子
か
ら
生
産
さ
れ
た
コ
ン

テ
ナ
苗
は
、
令
和
３
年
春
か
ら
県
内
の
林
地

に
植
栽
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
種
子
の
生
産
と
並
行
し
、
令
和
２

年
度
か
ら
採
種
園
産
種
子
か
ら
生
産
し
た
実

生
苗
を
林
地
へ
試
験
植
栽
し
て
い
ま
す
（
写

真
２
）。
試
験
植
栽
で
は
、
従
来
の
苗
木
と

比
較
す
る
こ
と
で
特
定
母
樹
採
種
園
由
来
の

　
現
在
、
約
千
種
類
の
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

の
山
行
き
苗
木
が
生
産
さ
れ
各
地
の
林
地
に

植
栽
さ
れ
る
ま
で
に
、
次
の
段
階
を
経
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①	

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
増
殖
し
、
都
道

府
県
等
へ
配
布

　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
厳
密
な
系
統

管
理
の
下
で
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
原
種
を
保

存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
種
か
ら
さ
し
木
や

つ
ぎ
木
と
い
っ
た
方
法
で
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

の
原
種
苗
木
を
増
殖
し
て
、
都
道
府
県
等
に

配
布
し
ま
す
。

②	

都
道
府
県
等
に
よ
る
採
種
穂
園
の
造

成
・
管
理

　
配
布
さ
れ
た
原
種
苗
木
は
、
都
道
府
県
等

の
採
種
穂
園
に
植
え
ら
れ
、そ
こ
で
種
穂
（
種

子
や
穂
木
）
を
生
産
し
ま
す
。
こ
の
種
穂
を

用
い
て
、
種
苗
生
産
事
業
者
は
山
行
き
苗
木

を
生
産
・
販
売
し
、
造
林
者
は
そ
の
苗
木
を

林
地
に
植
栽
し
ま
す
。

　
６
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
成
長
に

優
れ
、
花
粉
量
が
少
な
い
等
の
基
準
を
満
た

し
た
も
の
を
農
林
水
産
大
臣
が
「
特
定
母
樹
」

に
指
定
す
る
制
度
が
平
成
25
年
度
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
特
定
母
樹
の
約
８
割
が
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
由
来
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
特
定
母
樹
の
原
種
苗
木
が
植
え
ら

れ
た
採
種
穂
園
で
種
穂
が
生
産
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
な
の
で

す
。
次
に
、
採
種
穂
園
の
造
成
・
管
理
に
係

る
具
体
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

茨
城
県
の
事
例

　
茨
城
県
で
は
、
平
成
24
年
に
造
成
し
た
ス

ギ
の
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
ミ
ニ
チ
ュ
ア
採
種
園

を
改
良
し
、
平
成
26
年
に
特
定
母
樹
13
系
統

２
４
７
本
か
ら
構
成
さ
れ
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
採

種
園
を
整
備
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月
に

は
１
区
画
増
設
（
写
真
１
）、
今
後
も
採
種
園

の
管
理
計
画
に
基
づ
き
２
区
画
を
増
設
す
る

実
生
苗
の
生
育
特
性
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、

低
密
度
植
栽
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
こ

と
で
再
造
林
の
労
力
や
経
費
を
削
減
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

静
岡
県
の
事
例

	　
静
岡
県
で
は
、
富
山
県
、
神
奈
川
県
等
に

倣
い
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
使
っ
た
閉
鎖
型

採
種
園
を
採
用
し
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
28
棟
（
約
３
，
０
０
０
㎡
）

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
特
定
母
樹

同
士
の
交
配
が
確
実
と
な
り
、
種
子
生
産
量

が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
発
芽
率
の
高
い
種 写真2	 実生苗の試験植栽地

写真1	 令和3年3月に増設した採種園の1区画

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
現
場
へ
の
普
及
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配
で
あ
る
こ
と
と
、
種
子
が
虫
害
を
受
け

や
す
い
こ
と
か
ら
、
種
子
の
平
均
発
芽
率
は
、

約
２
割
に
留
ま
り
ま
す
。
新
た
な
生
産
技
術

で
は
、
人
工
交
配
で
、
防
虫
ネ
ッ
ト
で
覆
う

た
め
に
虫
害
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
の
で
、

平
均
発
芽
率
は
、
従
来
型
よ
り
約
２
倍
高
い

約
４
割
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
に
生
産
さ
れ
た
ス
ギ
種
子
は
苗

木
換
算
で
約
６
万
本
分
で
あ
り
、
令
和
元
年

に
苗
木
が
初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年

に
生
産
さ
れ
た
種
子
は
同
約
16
万
本
分
、
令

和
２
年
に
は
同
約
26
万
本
分
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
ヒ
ノ
キ
の
種
子
は
令
和
３
年
か
ら
生

産
で
き
る
予
定
で
す
。

日
本
製
紙
木
材
㈱
等
の
事
例

　
日
本
製
紙
㈱
と
日
本
製
紙
木
材
㈱
は
、
熊

本
県
人
吉
市
に
所
有
す
る
採
穂
園
（
２
．

７
０
ha
）（
写
真
５
）
に
お
い
て
、
ス
ギ
特

定
母
樹
の
増
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
本
製
紙
木
材
㈱
は
２
０
１
５
年
に

特
定
増
殖
事
業
者
の
認
定
（
注
２
）
を
取

得
し
て
以
来
、
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
九
州
育
種
場
か
ら
配
布
さ
れ

た
特
定
母
樹
39
系
統
を
育
成
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
そ
の
う
ち
比
較
的
成
長
が
良

好
な
母
樹
６
，４
０
０
本
を
系
統
別
に
管

理
し
、
さ
し
穂
に
よ
り
苗
木
を
生
産
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
５
年
生
母
樹
６
５
０

本
か
ら
採
穂
し
た
５
万
本
の
苗
木
を
来
春

の
植
栽
の
た
め
に
育
て
て
い
ま
す
（
写
真
６
）。

令
和
10
年
度
に
は
苗
木
生
産
を
40
万
本
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
既
に
熊
本
県
内
外
に
出
荷
し
た
苗
木
に
お

い
て
は
、
植
栽
後
１
年
で
２
ⅿ
近
く
に
育
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の

良
好
な
成
長
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
更
に
、
適
地
適
木
を
見
極
め
、

１
５
０
㏄
コ
ン
テ
ナ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
者
及
び
山
元
で
の
省
力
化
、
低
コ
ス
ト

化
の
実
現
を
目
指
し
、
付
加
価
値
あ
る
苗
木

の
生
産
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
全
国
の
特
定
母
樹
由
来
の
採
種
穂

園
の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
特
定
母
樹
由
来

の
山
行
き
苗
木
が
飛
躍
的
に
普
及
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

子
の
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
静
岡
県
で
は
、
果
樹
分
野
で
果
実
の
早
期

多
収
が
可
能
な
方
法
と
し
て
実
用
化
さ
れ

た
「
根こ

ん
け
ん圏
制
御
栽
培
法
（
注
１
）」
を
応
用
し
、

約
40
リ
ッ
ト
ル
の
コ
ン
テ
ナ
に
母
樹
を
植
え

て
（
写
真
３
）、
栽
培
す
る
こ
と
で
、
種
子
を

早
期
・
大
量
に
生
産
す
る
技
術
を
開
発
し
ま

し
た(

写
真
４)

。

　
屋
外
で
母
樹
を
育
成
す
る
従
来
型
採
種
園

で
は
、
ス
ギ
種
子
の
収
穫
は
、
通
常
、
母

樹
を
植
え
て
か
ら
４
年
目
か
ら
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
開
発
し
た
生
産
技
術
で
は
、
母
樹
を

植
え
た
そ
の
年
に
、
収
穫
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
母
樹
１
本
あ
た
り
の

種
子
生
産
量
は
、
１
年
目
で
は
、
従
来
型
の

初
収
穫
年
の
約
９
割
、
３
年
目
で
は
、
通
常

収
穫
量
の
３
倍
弱
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
従
来
型
の
露
地
栽
培
は
、
自
然
交写真３	根圏制御栽培法で育成したスギ

写真４	生産したスギ種子

写真５	日本製紙木材㈱の採穂園

写
真
６	

令
和
３
年
度
に
さ
し
木
し
て
育
成
中
の
苗
木

（
注
１
）コ
ン
テ
ナ
等
に
母
樹
を
植
え
て
、根
の
広

が
り
を
制
御
し
、か
ん
水
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

早
期
に
種
子
を
実
ら
せ
る
技
術

（
注
２
）民
間
事
業
者
は
、特
定
母
樹
を
増
殖
し
、

採
種
穂
園
を
整
備
す
る
た
め「
特
定
増
殖
事
業
計

画
」を
作
成
し
、都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
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「
鵡む

か
わ川

」
は
北
海
道
勇ゆ

う
ふ
つ払

郡
占し

む
か
っ
ぷ冠

村
の
狩か

り
ふ
り振

岳
に
源
を
発
し
、
占
冠
村
と
、
む
か
わ
町
を

経
て
太
平
洋
に
注
ぐ
、
延
長
１
３
５
㎞
、
流
域
面
積
１
，２
７
０
㎢
の
一
級
河
川
で
す
（
図
１
）。

こ
の
河
川
で
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
た
め
、
魚
類
の
往
来
を
妨
げ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

堰え
ん
て
い堤

（
昭
和
36
年
設
置
）（
写
真
１
）
に
魚
道
を
設
置
す
る
改
良
工
事
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

官
民
協
働
で
サ
ク
ラ
マ
ス
を
守
る

北
海
道
森
林
管
理
局 

上
川
南
部
森
林
管
理
署

住
民
会
議
の
開
催

　
以
前
か
ら
地
元
住
民
の
中
に
は
、
鵡
川
に

設
置
し
て
い
る
落
差
工
に
よ
る
治
山
堰
堤
が

魚
類
の
遡
上
を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
住
民

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
27

年
に
は
、
住
民
自
ら
が
落
差
工
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
鵡
川
と
の
関
わ

り
を
深
め
る
機
会
を
つ
く
り
、
地
域
の
自
然

資
源
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
を
話
し
合

う
場
と
し
て「
鵡
川
の
落
差
工
を
考
え
る
住
民

会
議
」（
以
下「
住
民
会
議
」）
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　上川南部森林管理署は、北海道のほぼ中央に位置
し、石狩山地、夕張山地および日高山脈に接する広
大な山岳地域を管轄しています。水系は空知川と鵡
川に分かれており、それぞれの源流部となっています。
　管内の国有林は、富良野市、上富良野町、南富良
野町、占冠村の１市２町１村に広がっており、面積
は113千 haで、管内市町村の52％を国有林が占
めています。
　十勝岳、芦別岳、夕張岳などの雄大な山々が多く、
十勝岳周辺は大雪山国立公園に指定されています。
また、エゾマツ ･トドマツの北方系常緑針葉樹をはじめとする多様な森
林群落が分布していることから、「森林生態系保護地域」や「緑の回廊」
を設定して自然環境や生態系の保全に努めています。
　一方、観光資源としては北海道の絶景の一つとされている広大なラベ
ンダー畑などの景観や､ 国有林の「レクリエーションの森」にも設定さ
れている富良野スキー場、石勝高原トマムスキー場などもあり、四季を
通じ多くの観光客が訪れます。

取 組
国有林野事業の

図 1 鵡川位置図

管内概要

所 在 地 北海道空知郡南富良野町字幾寅

区 域 面 積 218,341ha
うち森林面積 169,996ha

うち国有林
113,226ha（このほかに北海
道森林管理局所管以外の国有林
面積2,886haがある）

管 轄 区 の
関係市町村

富良野市、上富良野町、南富良野
町、占冠村、中富良野町

基礎
データ

▲十勝岳連峰に属する上ホロ下ホロ
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住
民
会
議
で
は
、
治
山
施
設
の
施
設
管
理

者
（
上
川
南
部
森
林
管
理
署
）、
河
川
管
理
者

（
北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
）、
占
冠
村
役
場

の
担
当
者
も
加
わ
り
、
落
差
工
が
あ
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
考
察
、
そ
こ

に
生
息
す
る
魚
類
の
特
性
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
、
魚
道
を
設
置
す
る
場
合
の
種
類
や

構
造
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
平

成
27
年
６
月
か
ら
平
成
30
年
12
月
ま
で
に
７

回
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　
当
初
、
住
民
会
議
で
落
差
工
は
「
取
り
壊

し
」
の
意
向
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
進
む
に
つ
れ
て
、
防
災
機
能

の
維
持
等
に
お
い
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
認
識
さ
れ
、
最
終
的
に
「
魚
道
の
設
置
」

が
望
ま
し
い
と
の
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

魚
道
の
設
置
へ

　
遡
上
対
象
魚
を
サ
ク
ラ
マ
ス
と
し
、
魚
道

の
構
造
は
、
落
差
工
本
体
に
ス
リ
ッ
ト
を
設

け
る
も
の
や
全
体
的
に
切
り
下
げ
る
も
の
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
上
流
域
の
川
底
を
低
下

さ
せ
、
落
差
工
に
隣
接
し
て
い
る
鉄
道
の
鉄

橋
や
公
道
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ

る
た
め
、
右
岸
側
を
回
り
込
む
よ
う
に
岩
盤

を
掘
削
し
魚
道
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
意
向
を
取
り
入
れ
、

魚
道
の
表
面
に
石
を
貼
る
練
石
組
み
（
写
真

３
）
で
作
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
剥
き
出
し
と
な
ら
な
い
自
然
景
観
に
配
慮

し
た
魚
道
と
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　
令
和
２
年
９
月
に
完
成
し
た
改
良
工
事
に

つ
い
て
、住
民
の
方
々
か
ら
は
「
魚
道
が
で
き
、

多
様
な
生
態
系
の
保
護
に
つ
な
が
る
」、「
官

民
が
連
携
し
、
住
民
の
声
を
反
映
し
た
地
域

づ
く
り
の
模
範
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
」

と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に

　
本
治
山
施
設
の
改
良
は
、
工
事
検
討
の
段

階
か
ら
問
題
意
識
を
も
つ
地
元
住
民
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
、
意
見
を
伺
い
な
が
ら
合

意
形
成
を
図
り
、
工
事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
事
例
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
、
地
元
住
民
の
方
々
の
河
川
や
魚
類
等
へ

の
関
心
・
愛
着
に
加
え
、
治
山
施
設
の
果
た

す
役
割
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
魚
類
の
遡
上
調
査
等
を
行
い
、

改
良
工
事
の
効
果
に
つ
い
て
地
元
の
皆
様
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
河
川
環
境
を
共
に

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真 1

写真 2

写真 3

写真 4-1 写真 4-2

落差工によるコンクリート堰堤

住民会議 魚類調査

練石組工

改良工事完成後 岩盤を掘削して設置した魚道
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　10月9日（土）から10日（日）にかけて、「つなごう未来へ　この木　この森　この緑」をテーマに、秋篠宮皇嗣同妃両殿下
のオンラインでのご臨席のもと、第44回全国育樹祭が北海道苫小牧市「苫東・和みの森」及び札幌市「北海きたえー
る」で開催されました。
　9日のお手入れ行事では、代表者記念育樹として平成19年の全国植樹祭で天皇皇后両陛下がお手植えされたアカ
エゾマツ、ハルニレ、ミズナラ、エゾヤマザクラ、ナナカマドへの施肥と、参加者が植樹したアカエゾマツの枝打ちが
行われるとともに、式典後に一般参加者による記念育樹も行われました。
　10日の式典行事では、皇嗣殿下のおことばに続き、緑化推進や森

も り

林づくり活動に功績のあった方々への表彰が行
われました。
　メインアトラクションでは、北海道発祥である木育の理念「木とふれあい、木に学び、木と生きる」をテーマに、アイヌ
の伝統楽器による演奏、演舞の披露や、北海道で木育マイスターとして活動する方々とその活動の紹介がありました。
　式典の後半では、金子原二郎農林水産大臣の立会いのもと、全国から選ばれた緑の少年団へ「緑の贈呈」が行われ、
最後に国土緑化推進機構の濱田純一理事長による「大会宣言」等が行われ、式典は幕を閉じました。
　次回、第45回全国育樹祭は「豊かなおおいた　森林を育み　木と暮らし」を大会テーマに、令和4年11月12、13日
に大分県で開催される予定です。

全国育樹祭とは
　健全で活力ある森林を育て、次の世代に引き継ぐことの大切さを伝えるため、昭和52年から毎年秋に開催され
ている国民的な緑の祭典です。全国植樹祭で天皇皇后両陛下がお手植えされた樹木を皇族殿下がお手入れされ
る育樹運動のシンボル的行事と、皇族殿下によるおことばや各種表彰等の式典行事のほか、参加者による育樹活
動等の行事が行われています。

TOPICS

02 

オンラインでおことばを述べられる秋篠宮皇嗣殿下

メインアトラクションでの木育マイスター紹介 記念育樹される金子農林水産大臣

「緑の贈呈」に立ち会う金子農林水産大臣
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ミ ス 日 本 み ど り の 女 神

小
こ ば や し

林 優
ゆ う き

希

　　

が
ら
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、試
行

錯
誤
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
日
、イ
ベ
ン
ト
が
終
了
す
る

と
、参
加
者
の
方
か
ら「
分
か
り
や

す
か
っ
た
で
す
！
」「
面
白
か
っ
た

で
す
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。多
く
の
方
に
林
業
界
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う

で
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

都
市
の
木
造
化
推
進
を
呼
び
か
け
る
イ

ベ
ン
ト
に
司
会
と
し
て
参
加

　

10
月
に
は「『
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る

等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
』施
行
記
念
講
演
会
お

よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
、司
会
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
法

律
は
、「
都ま

ち市
の
木
造
化
推
進
法
」と
も
呼
ば
れ

る
と
の
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
は
新
た
に
建
築
さ

れ
る“
公
共
施
設
”で
木
を
使
お
う
と
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
法
改
正
で“
民
間

施
設
”で
も
積
極
的
に
木
を
取
り
入
れ
て
い
こ

う
と
す
る
動
き
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
、建
築
家
・
隈
研
吾
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演「
木
が
拓
く
日
本
の
未
来
」を
拝

聴
し
ま
し
た
。先
月
の「
み
ど
り
の
女
神
が
行

く
！
」で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に「
隈
研
吾
展
」

に
訪
れ
た
ば
か
り
の
私
は
、隈
さ
ん
に
お
会
い

出
来
た
だ
け
で
大
興
奮
！
少
し
で
は
あ
り
ま
す

が
感
想
も
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
、そ
の
上
、

記
念
講
演
会
で
そ
の
解
説
を
伺
う
こ
と
が
出

来
、感
激
し
ま
し
た
。

　

隈
さ
ん
曰
く「
木
と
い
う
Ｏ
Ｓ（
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）を
使
い
、木
質
化
を
進
め

る
こ
と
が
社
会
の
構
造
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
」

と
の
こ
と
で
す
。都
会
の
生
活
は
、山
か
ら
の
恩

恵
を
た
く
さ
ん
受
け
て
い
ま
す
。自
分
た
ち
の

生
活
を
守
り
、恩
恵
を
受
け
続
け
る
た
め
に
も
、

森
林
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
に
、ま
ず
は
身
の
回
り
の
木
質
化
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、参
加
さ
れ
た
方
々

に
組
手
什
づ
く
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
併
せ
て
、森
林
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
。そ
こ
で
私
は
、参
加
さ
れ
る
方
々
に「
森
林

と
私
た
ち
の
生
活
の
つ
な
が
り
」を
発
表
す
る
と

い
う
役
割
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。し
か
し
、そ

の
参
加
者
の
中
に
は
、小
学
校
低
学
年
の
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
も
い
る
と
の
こ
と
で
、よ
り
分
か
り

や
す
く
、か
つ
端
的
に
森
林
に
対
す
る
私
た
ち
の

関
わ
り
方
を
お
話
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。森
林
組
合
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な

▲記念講演会およびシンポジウムにて

▲組手什で棚を作って記念撮影！

宮
城
県
登
米
市
で
森
林
の
大
切
さ
を
伝

え
る
木
工
教
室
に
参
加

　

10
月
に
終
わ
り
を
迎
え
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」。主
人
公

の
永
浦
百
音
が
森
林
組
合
で
働
い
て
い
た
時

に
、そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
宮
城
県
の
登
米

市
で
し
た
。

　

そ
の
登
米
市
に
再
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。宮
城

県
森
林
組
合
連
合
会
さ
ん
と
農
林
中
央
金
庫
さ

ん
が
主
催
さ
れ
た「
カ
ン
タ
ン
楽
し
い
！
親
子
木

工
教
室 

組く
で
じ
ゅ
う

手
什
を
通
し
て
森
の
豊
か
さ
を
学
ぼ

う
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
た
め
で
す
。
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